
平成２６年度 みえスタディ・チェック 結果のまとめ 

【小学校理科】 

各学年の平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度の全国学力・学習状況調査結果における本県の課題における改善状況 

※改善が図られた課題→青色の背景 

※改善が図られていない課題→黄色の背景 
・水に溶けている物の様子について、実験結果を基に自分の考えを改善して、その理由を
記述すること                       

・実験結果を基に方法を改善して、その理由を記述すること                     
・方位磁針の適切な操作の技能に関する知識の定着       
                         
 

【指導のポイント】 

○対象や目的に応じた観察器具の適切な操作方法を身に付ける。 

・虫眼鏡などの観察器具を扱う際には、単なる作業として扱うのではなく、自然の事

物・現象を観察する中で、対象や目的に応じて意図的に操作する技能として習得す

ることが大切である。 

○図や絵などを用いて、自分の考えを顕在化する。 

○学習した内容を基にしながら、日常生活に適用して考える 

 

 

 

 

 

 

 

 1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

２月 ― ― 81.3％％ 59.1％ 62.9％ 67.7％ 

全体の傾向 

・３年生においては、国学力・学習状況調査における本県の課題の改善が図られた設問がある。 

・５年生においては、全国学力・学習状況調査における本県の課題の改善が図られていない。 

（科学的な言葉や概念を使用して考えたり説明したりすること、観察・実験の結果を整理し考察すること） 

・実験結果をもとに考察する問題において無解答率が高い。 

・全体的に、記述式や短答式の問題で無解答率が高く、選択式の問題で無解答率が低い。 

・実験の構想や方法の改善をしたり、観察・実験の結果を整理し考察したことを答えたりする

設問の正答率が低い。 



【問題例①】無解答率が最も低い問題・正答率が最も高い問題 

3 年 モンシロチョウの幼虫の生活を理解し，飼うことができるかどうかをみること 

正答率 97.4％ 無解答立 0.3％（選択式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題例②】無解答率が最も高い問題 

 4 年 光の量，日光があたる角度と光電池のはたらきの関係について理解できているか

どうかをみること 正答率 40.2％ 無解答率 9.8％（記述式） 

 

 



【問題例③】正答率が最も低い問題 

5 年 顕微鏡を正しく使って観察できるかどうかをみること 

正答率 14.1％ 無解答立 0.8％（短答式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


